
１月指導計画（３歳以上児クラス） 幕張第二保育所    

 

 

 

 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

 

・着替え、片付け、手洗い、うがい等身の回りのことを保育者に声をかけられながらも自分から進ん

でやろうとしている。 

・年上児の姿を見て、表現遊びやルールのある遊びを楽しんでいる。 

・「この遊びをやりたい」という思いを持ち、友達との遊びを楽しんでいる。他の友達を誘う姿や、友

達の遊びに興味を持ち、自分から「入れて」と仲間に入る姿も増え、少しずつ集団が大きくなって

きている。一方で、友達と同じ場所で遊んではいるが、その場を共有しているだけで遊びが発展し

ていく様子が見られない事もある。 

・問題や困ったことが起きた時、年長会議で話し合おう提案する子が多くなる。ルールを変更した

り、新ルールを設けたりして遊びや生活がうまく進むようにしている。 

・自分達のやりたいことを言葉に表して、それを実現させようとする姿が見られる。 

 ・困っていることなどを言葉にして自分から伝えられるようにする。 

・友達や保育者と簡単なルールのある遊びや表現することを楽しむ。 

・手洗いやうがいを丁寧に行う事が身に付き、健康に過ごす。 

・思いを伝え合いながら、友達とのつながりを深め、一緒に遊ぶ事を楽しむ 

・病気の予防などに必要な習慣や態度がわかり進んで行う。 

・友達と協力したり工夫したりして、自分達で遊びを発展させて進める楽しさを味わう。 

 活動内容 環境設定 予想される子どもの姿  活動内容 環境設定 予想される子どもの姿  活動内容 環境設定 予想される子どもの姿  

 
  ・自分の思いを保育者や友

達に伝えられるよう、話し

やすい環境を用意する。 

・できないことや困っている

ことを自分から言いに来

れない子もいる。○イ  

・自分から言いに来た時は耳を

傾け、きちんと聞き気持ちに応

えていく。 

 ・友達と一緒に遊びを楽し

めるよう、時間と場所を

設定する。 

・友達と一緒に遊んでいるが、遊び

や生活の中で、友達に対して強い

口調や指示するような口調になっ

ている姿がある。㋓ 

・その場をおさえて、強い言い方

をされたら相手がどう思うかを投

げかけ、子ども自身が考えられ

るようにする。 

 話し合いの内容の結果を 

個別に伝え理解したか確 

認し、その子の良さ、役割 

を伝える。 

自信を持って活動や遊びにその 
子なりに参加できる。○ア○イ  

困っている時には何につま 
ずいているか状況を整理 
し、自分達で最後までやり 
遂げたという思いが持てるよ 
うサポートをしていく。 
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・うがい 

 

 

・手洗い 

 

 

 

 

 

・防寒着の着脱 

 

 

 

・箸遊び 

 

 

 

 
・正月遊び 

 凧あげ 

 コマ回し 

 

・鬼ごっこ 

 

 

 

 

 

 

 

・表現遊び 

・ガラガラとブクブクの違いが

分かるように絵や言葉で知

らせる。 

 

・手洗いの歌を用意する。 

・ペーパータオル、コップ置き

場、鏡を設定する。 

 

 

 

・入室後の流れを知らせ、動

線がスムーズになるように

する。 

 

・箸遊びを用意する。 

 

 

 

 

・一人一人が十分に楽しめる

ように、スペースを用意す

る。 

 

・形鬼や色鬼など簡単なル

ールのある遊びを設定する。 

 

 

 

 

 

・子どもが興味を持てるよう

なオペレッタ等の表現遊びや

ごっこ遊びを用意する。 

・イメージがしやすいようなも

のや音楽などを用意し楽しめ

るようにする。 

・入室後や食後にうがいをす

る。○ア  

 

 

・歌に合わせて丁寧に手を

洗う。○ア  

・水をきちんと止めない姿も

ある。手洗い後の流れを丁

寧に行う。○イ㋓ 

 

・自分のハンガーが分かりコ

ートを掛ける。○イ  

 

 

・興味を持ってやってみようと

する。○イ  

・持ち方を意識して使おうと

する。○エ  

 

・年上児や保育者の真似を

してやってみようとする。○オ

㋕ 

 

・友達や保育者の様子を見

て興味を持ち参加してみよう

とする。○オ  

・ルールが分からなくて戸惑

う子もいるが保育者と一緒に

やってみようとする。○ウ㋓ 

 

・友だちの様子を見たり、保

育者の誘い掛けで少しずつ

興味を持ち、一緒にやってみ

ようとする。○ケ○コ  

・保育者が見本となり、うがいの違

いに気づけるようにしていく。区

別をするのが難しい子もいるので

個別で知らせていく。 

・水が冷たくて手を洗うのが雑に

なってしまう子もいるので、保育者

が見本となり丁寧に洗えるように

する。 

・ペーパータオルの使い方等手洗

いの後も丁寧に見ていく。 

・チャックやボタンを留めないまま

掛ける子もいるので、留められて

いるかを確認する。 

 

・正しい持ち方を知らせ、箸に興

味を持てるようにする。 

・正しく使える子に対しては保護

者にも伝え、箸での食事に繋げ

ていく。 

・やりたい気持ちに共感しながら

必要に応じて援助していく。 

 

 

・保育者も一緒に遊びに入りなが

らルールを丁寧に知らせ、友達

と一緒に遊ぶ楽しさを味わえる

ようにしていく。 

 

 

 

・保育者も一緒に入りながらやりと

りを楽しめるようにしていく。 

・周りでどんな遊びをしているのか

気づけるような言葉を掛けてい

く。 

○手洗い・うがい 

 

 

 

 

 

○食事 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ルールのある遊び 

・鬼ごっこ 

・キャッチボール 

・円形ドッジボール 

 

 

○氷や霜に触れる 

 

 

 

○制作 

・イメージしたものを作

る 

・ハサミを使って作る 

 

 

 

 

○表現遊び 

・オペレッタ 

・タングラム 

・楽器遊び 

・ダンス 等 

・一回一回を丁寧に出来

るよう、時間をとる。 

 

 

 

 

・こぼした物を拾う紙を、

取りやすい場所に用意

する。 

 

 

・箸遊びを設定する。 

 

 

 

・鬼ごっこやわらべうたな

どを楽しむ場所と時間を

設定する。 

 

 

 

・氷がはっていたり、霜が

おりていたら見たり触った

りする。 

・氷を作ってみる。 

・廃材や様々な素材な

ど、必要な物を用意す

る。なくなったらすぐに補

充出来るようにしておく。 

 

 

 

 

・いつでも出来るように楽

器や必要な道具を常に

用意しておく。 

・自分からすみずみまできれ

いに手を洗おうとする姿が

見られる。㋐㋑ 

 

 

 

・こぼした事に気付き、拾う

姿が見られる。㋑㋓ 

 

 

 

・正しい持ち方を意識して使

う。㋑㋓ 

 

 

・自分から「やろう」と集まっ

たり、友達を誘って遊ぶ姿

がある。㋒ 

 

 

 

・氷がはっている事に気付

き、触ってみて冷たさを感

じる。㋕㋖ 

 

・イメージするものや遊びに

必要なものを、自分なりに

工夫しながら作る。㋕㋙ 

 

 

 

 

 

・年長児のやる姿を見て「や

ってみよう」という気持ちに

なったり、自分なりに表現

する事を楽しむ。㋒○ケ㋙ 

・うがいを忘れていたり、素早く終

わらせる姿が見られる時は、口

の中をゆすいでからうがいをする

事やその意味について知らせ

る。 

 

・きれいな環境の中で食べる事の

気持ち良さを伝えていく。 

・声を掛けても拾わない時は、一

緒に拾い、習慣づくようにしてい

く。 

・保育者が正しい持ち方を手本と

して示したり、個々に合わせて

指の位置を知らせていく。 

 

・遊びが広がらなかったり、戦いご

っこになる姿がある時には、保

育者も一緒に遊び、遊びのルー

ルを確認したり、お互いの思いを

伝え合って遊べるよう仲立ちと

なり、遊びこめるようにする。 

・氷や霜などの自然現象を伝え

て気付けるようにしたり、冬の季

節について感じられるようにす

る。 

・一人ひとりの表現を認め、楽しさ

を感じ、意欲的に参加出来るよ

うにする。 

・制作にあまり興味がない子に

は、子どもの興味のある遊びか

ら、制作につながるように誘い掛

けたり、友達と一緒に参加し楽し

さを感じられるようにする。 

・頑張っている事を認め、表現す

る事の楽しさを感じたり、自信を

持って参加出来るようにする。 

〇手洗い、うがい 
 衣服の調節 
 
 
 
 
 
 
〇正月遊び 
 ・コマ回し 
 ・凧作り 
 ・凧あげ 
 ・すごろく 
 ・カルタ 
 
 
〇表現遊び 
 ・楽器遊び、合奏 
・ダンス、踊り 
・劇ごっこ 
・タングラム 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇ドッジボール 
〇散歩 
 ・公園 
 ・小学校校庭、周辺 
 
 
 
〇鬼のお面作り 
〇編み物 
 
 
 
〇クッキング 
〇郵便ごっこ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇食育 

・手洗い・うがいの大切さ
を看護師から聞く機会
を持ったり、温度計を
置き気温の変化がわか
るようにする。 

・ハンガーラックを用意す
る。 

 
・正月の様々な伝承遊び
が楽しめるように必要
な物を用意し、スペー
スや時間を十分に確保
する。 

 
 
 
・グループで必要な絵本
や小道具、音楽、楽器
を用意し、いつでもグル
ープで表現遊びが楽し
めるようにする。 

・必要な物がすぐに作れ
るよう、材料を用意す
る。 

・お互いのグループで発
表しあえる場所や時間
を用意する。 

 
 
 
 
・風を使って遊べる場所、
広いスペースで体を動
かせる場所等、目的に
合った散歩先を選ぶ。 

・小学校の通学路、校庭を
散歩する機会を持つ。 

・カレンダーに伝統行事
等を記入したり、正月、
節分の絵本を用意した
りしておく。 

 
・事務室に郵便局を設置
する。 

・書きたいときにすぐに文
字を書けるよう、あいう
えお表や文字カード、
鉛筆、消しゴムを用意
する。 

 
 
 
 
 
・小学校の給食の様子を
写真で知らせる。 

・冬を健康に過ごすために必要な
習慣や態度（手洗い、うがい、
防寒具の始末、衣服の調節
等）が身につき自分から行う。 

 ○ア○イ  
・温度計の数字に興味を持ち、気
づいたことを言葉にする。 

○カ㋖○ク  
・自分達で遊び方を確認し、友達同士
と一緒にルールを守って遊ぶ楽しさ
を感じる。○エ○オ  

・できるようになりたいという気持ち
を持って何度もチャレンジする。
友達を応援しようとする子もい
る。㋒○オ  

 
・遊びに必要な物を友達と話し合
い、いろいろな材料や用具を使
って工夫して制作する。 

 ○ウ○カ  
・グループの友達と自分で選んだ
表現遊びを作り上げていくことを
楽しむ。○ウ○カ㋙ 

・小グループで活動する際、自分
達で時間を決めて活動したり、
友達に声をかけたりする。 

 ○イ○ク  
・友達に見てもらうことで、見てくれ
る人がいることを意識する。○ケ
○コ  

 
・風の向きを感じ、友達に知らせ一緒
に凧あげを楽しむ。○ア○キ  

・小学校周辺を散歩し、通学路に
はどのような場所が（横断歩
道、こども１１０番の家等）あるか
を知る。○オ○ク ・ 

・伝統行事に必要な物を作ってみ
ようという気持ちになり、自分な
りの工夫をしながら作る。○イ㋙ 

 
 
・自分の名前や友達の名前、書き
たいこと等を文字や絵で書こうと
する。わからない文字は保育者
に聞いたり、カード等を見たりし
て書く。○ク○ケ  

 
 
 
 
 
 
 
・会話する声の大きさ、座り方等の
マナーに気をつけて食べようと
する。○イ㋓ 

・気温の変化を感じたり、周
囲の人の様子をみたりし
て自分から衣服の調節
ができるようにする。 

・気温の変化を記録し、体
感と温度の関係に気づけ
るようにする。 

 
・コマ回しでうまく紐が巻け
ない、回せない子がいた
ら、上手な子がいることを
さりげなく知らせる。 

・できるようになったことを友
達に披露する場を設け
る。 

 
・グループ内での子どもの役
割に気づけるように声を
かけ、役に立っているとい
う思いを持ったり、自信に
つなげられるようにする。 

・子ども達が決めた時間を
ボードに記入し見通しが
持てるようにする。 

・見せあったことで、気づい
たこと、意見などが出てき
た時は、グループの友達
に返せるよう、話し合いの
場を設ける。 

 
 
・自然の変化や、遊びに適
した天候に目を向けられ
るよう、声をかけたり一緒
に調べたりしていく。 

 
 
・友達が作ったものに対して
認めあえる場を設け、工
夫した点を伝えていく。 

・すぐに制作やお手紙書き
ができるよう、準備をする
と共に、遊具や用具など
様々な物の横に名称や
注意点等をひらがな表記
し、文字や数を意識でき
るようにする 

・書きたい気持ちを文字に
できない子には気持ちを
聞いて書き方を知らせ
る。 

・書き順や鉛筆の持ち方を
見ていく。 

 
・掲示した写真等を見て食
事をしたことでマナーが
良くなった場合、その点
を伝える。 

行
事
予
定 

１０日（水）年長児クッキング 

１１日（木）おはなし会 

２３日（火）年長児懇談会 

家
庭
と
の
連
携 

・正月の休み明けは生活リズムが乱れがちなので、家庭と

連携を取りながら一人一人のリズムを把握し丁寧に見てい

く。 

・感染症が流行する時期なので、感染症の情報を知らせ、

共有できるようにし予防に努めていく。 

年
長
児
保
護
者
と
の
連
携 

・１月２３日の年長懇談会へのお誘いをする。

面談で就学に対して心配なこととして上がっ

たことを話し合えるようにしていく。小学校との

交流を通して（校庭、校舎内見学、交流会

等）の子ども達の反応や小学校の教諭からの

話し（自分のことは自分でできるように）を伝え

る。 

・１月からお昼寝なしの生活になるが、体調に

よって午睡をしていくことを伝える。家庭での

生活リズム、週末の過ごし方も見直してもらう

ようお願いする。 

小
学
校
・地
域
と
の
連
携 

・小学校校庭や小学校周辺を散歩し、通学

路にはどのような場所が（横断歩道、こど

も１１０番の家等）あるかを知り安心できる

ようにする。○オ○ク  

・１年生に交流会のお礼の手紙を書いて、保

育所だよりと共に持っていく。 

○オ○ク○ケ  

 

月
の
反
省 

３
歳
児 

困っている姿があった時にすぐに保育者が声をかけてしまうのではなく、子どもの姿

を見守りながら、子どもからの言葉を待つようにしていった。そうしていったことで、で

きないことや食べられないもの等を自分から保育者へ伝えられるようになってきてい

る。また、表現遊びでは、自分のやりたいことを選んで決めたことで年上児の姿を見

ながら楽しんで参加しているので、一人一人が楽しめるよう関わっている。緊張しな

がらも見てもらうことを喜びながら楽しむ姿があるので自信へとつなげている。食事

では、箸へ移行する子が増えてきている。配膳前に椅子の座り方や姿勢、箸を置く

向きや弁当箱と食器の位置等も子どもに知らせていったことで意識する子の姿もあ

るので継続していく。 

４
歳
児 

表現遊びでは、自分の興味のあるものを自分で選び、参加している事から、張り切ってい

たり一生懸命に取り組んでいる姿が見られる。頑張る姿を認める事で更にやる気になった

り、自信がつく様子もあるので、一人ひとりの頑張りを認めていく。一方で、なかなかやる気

が出ない姿もあった。楽しさを伝えたり、仲の良い友達と一緒に参加出来るように誘い掛け

ている。少しでも参加出来た時にはその事を認め、やりたいという気持ちにつながるように

関わっている。 

 手洗い・うがいを自分から丁寧に行おうとする姿が増えてきた。一方で、歯磨きについて

は忘れがちになったり、さっと終わらせてしまう姿もある。歯磨きの意味について確認した

り、側についてやり方を知らせる事で、丁寧に磨こうとする様子があるので、引き続き一緒

に磨きながら歯磨きの習慣がしっかりと身に付くようにしていく。 

５
歳
児 

・表現遊びを通して異年齢のグループのリーダーとして意見を伝えたり、グループのメンバ

ーに声をかける姿が見られた。グループのスケジュールを友達同士で決め、予定を書き

込むなど伝え方を工夫する姿が出てきた。年長の劇ごっこでは役以外に道具を出す係

が必要と気づく子もおり、全体を見る力、みんなで一緒に作っていこうという気持ちが出

てきている。 

・意欲があり、行動力もあるが気持ちが先走り話を最後まで聞けない姿がある。話を聞くこと

によって正確にできること、楽しくできること、自分の意見も言えることを伝えたり経験でき

るようにしていく。 

・友達とルールのある遊びを楽しむが、複数ルールのある遊びになると途中でけんかになる

ことがある。遊び始める前にルールのすりあわせをしていことが必要になってきている。 

【幼児期の終わりまでに育ってほしい姿】 ア．健康な心と体  イ．自立心  ウ．協同性  エ．道徳性・規範意識の芽生え  オ．社会生活との関わり  カ．思考力の芽生え  キ．自然との関わり  ク．数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚  ケ．言葉による伝えあい  コ．豊かな感性と表現 

所
長
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印 
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子
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ね
ら
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養
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保育者の援助・配慮及び環境の再構成 保育者の援助・配慮及び環境の再構成 保育者の援助・配慮及び環境の再構成 

生
命
の
保
持 

情
緒
の
安
定 


